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高層住区 の遊び場 における子ども の遊びの実態

→ 甲 アイランド シテ ィにおけ る夏冬２ シーズンの観察調 査　 そのＩ

奈良 女子大　 ○時辰　　 鳴門教育大　 寺 田麻衣子　 横山さおり　 湯川 聴子

目的　 高層住宅街区の遊び場における子どもの行動を観察し，そこから高層地区特有の

子どもの行動型を発見し，高層住区デザインに資することを目的とする．

方法　 調査日は第１回（夏）は1991年７月26日（ 金），28日（ 日）.29日（ 月）の３ 日間，

第２ 回（ 冬）は1991年12月１ 日（日),2 日( 月).3    日( 火）の３日間である．時間帯は，

子どもの遊ぶ日中の全時間が相当する．六甲アイランド シティ内でもっとも子どもの多く

集まる街区内遊び場２ 箇所と児童公園１ 箇所において，特定の子どもの行動を追跡観察す

ることとした．同時に実施したアイランドシティ内の全遊び場における，数読み調査結果

と合わせて考察することとする．

結果　小学校高学年児童は，学習塾でめ勉強は確認されたが，組織的なスポーツ活動以外

の，自然発生的な屋外遊びをする姿はほとんど見かけない．低学年児童および４～５才児

では，屋外へ出やすい住棟であるかどうかと，遊び行動とは密接な関連があることが観察

される．すなわち，出やすい住棟では出入りが激しい.    3才以下の幼児の場合，砂場はも

っとも魅力ある遊び場であり，ブランn などの遊具と組み合わせて，飽きずに遊び続ける

．高層街区の特徽として,3才以下の幼児では必ず付添いの親がおり，そのため，平日の夕

刻など特定の時間では，おとなと子どもの数がほぽ同数になるくらい多数の母親の姿が観

察される，母親どうしの交際も盛んで，遊び場が若い母親の社交場となっている．弁当や

水筒持参で,3～4 時間にわたる長時間，遊び場に滞在するケースもある．自宅へ用便に戻

るのが面倒なため，そこここで幼児に「おしっこ」をさせている様子が観察された．

E 20 高層住区 の遊び場計画 が子ど もの行動に及ぼす影 響

→ 甲 アイランド シテ ィにおける夏冬 ２シーズンの観察調査　 そのⅡ

鳴門教育大　 ○湯川聴子　 横山 さおり　 寺田麻衣子　　 奈良 女子大　 時 辰

目的　 人 工島の高層 住宅 街区 では，計画的 に建設さ れた環境 の中で 子どもの全生活 が完

結する ため，住区内 の遊 び場 が子どもの生活 に及ぼす 影響は大きく， その設計の重 要性は

一般の団地 とは比較 になら ない ものがある，六甲 アイランド シテ ィのすでに入居してい る

４つの街区 は，それぞ れに設 計者が異なり， それぞれの特徴を もってい る．こ の４街区 の

遊び場 の比較観察か ら，設 計計画が子ども の遊びや付添 いの親 の行動 に，大き く影響を与

えてい る状 況を明らかにし ，高層住区の遊 び場デザ インに対す る示唆 を得ようとし た．

方法　 調査時期は「 そのＩ 」と同じ．六甲 アイランド シテ ィ内 の４つの街区内 遊び場と

地域内 の児童公園 ２か所と高架下リ バーモ ールの計７か所で， 終日， 定時 に， 遊んでいる

子ども の数を読 み， 遊びの状況，付添い の状況 の観察を行っ た．

結果　 基本的には幼児 は自分の住宅から一 番近 い遊び場で遊 ぶが， 信号 のあ る道 路 ひと

つ隔ててい ても. 魅力 のある公園があれば そち らにに出向く． この場 合 の遊び場 の魅力を

決定す る条件は，砂場 および幼児向け遊具（ブ ランニ   , す べり 台など） の有無 である．さ

らに，夏 には日陰が あり， 冬には日当 たり の良 いという条件が 加わればいっ そう良 い．条

件の良い 遊び場に人 が集中 する一方，こうし た条 件に欠け る遊 び場はまっ たく人がいない

状況 になる．高層 住宅 の場合は，付添う 母親が連れ出す ため， 遊び場を 選んで遠征す るの

で，と くにこうし た選別化が進む． オートロ ック内に安全 な遊び場があ る街区 では， 付添

い無し で遊ぶ子ど もが観察 され，前記条 件を確保すれば幼児向 けのもっと も良 い遊び場 が

完成す る.5.6 才 児でも. 住棟入口付近 から見通しの きかない遊び場 は不 人気であ る．

268


